
学校番号 101 

令和 3年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典 B（幼/文） 単位数 2単位 年次 ２年次 

使用教科書 古典 B （教育出版） 

副教材等 

必携～古典文法と一緒に学ぶ～これからの古典文法【改訂版】（尚文出版） 

新明説総合古典文法 基本練習ノート（尚文出版）  

ポイント書く解く マスター古文１（京都書房） 

新国語総合ガイド（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古典の世界の文化・美しい表現・心情に触れ、自身の糧にしてください。 

・基本的な古典文法・単語を継続して学習し、定着させましょう。 

・ノートを工夫し、予習・復習に役立てましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・古文を読む能力を高める。 

・音読・暗唱を通して、美しい表現に触れ、自身の糧にする。 

・基本的な古典文法・単語を身に付ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を進んで学

習し、伝統的な言

語文化について

理解を深めよう

としている。 

  古典などに表れ

た思想や感情を

読み取り、人間、

社会、自然などに

ついて考察した

り、古典特有の表

現を味わったり

する態度を身に

つけている。 

古典を読むため

に必要な、語句・

文法などを理解

し、知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・課題提出 

・音読 

・感想文 

・小テスト 

・定期考査 

  ・授業態度 

・発問評価 

・音読 

・記述の確認 

（ノート・ワー

ク・小テスト） 

・定期考査 

 

・授業態度 

・発問評価 

・記述の確認 

（ノート・ワー

ク・小テスト） 

・定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ d e   

一
学
期 

説
話 

『十訓抄』 

成方と名笛 

○ ○ ○ a:古典に親しむ態度を養っている。 

d:登場人物の行動や心情を読み取っ

ている。 

e:十訓抄に関する文学史的な基礎知

識を、正確な読解に結び付けている。 

ノート 

プリント 

音読 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 

随
筆 

『枕草子』 

すさまじきもの 

○ ○ ○ a:文章を自分と重ねながら興味を持

って味わっている。 

d:清少納言の感性や価値観について

の理解が深められている。 

e:『枕草子』や清少納言について関

心を抱き、積極的に発言したり、調

べたりしている。 

ノート 

プリント 

ワーク 

音読 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 

歌
物
語 

 

『伊勢物語』 

初冠 

○ ○ ○ a:当時の文化について調べている。 

d:有名な恋の歌をふまえて詠んだ男

の歌から、姉妹に対する心情を読み

取っている。 

e:「みやび」について理解している。

和歌の読解を本文全体の読解と結び

つけようとしている。  

ノート 

プリント 

ワーク 

音読 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 

二
学
期 

日
記 

『更科日記』 

『源氏』の五十余巻 

○ ○ ○ a:日記文学について関心を持ち、理

解を深めようとしている。 

d:作者の心情や話の展開を理解し、

作者の人物像について考えを深めて

いる。 

e:日記文学について理解し、『更級

日記』に関する知識を深めている。 

ノート 

プリント 

ワーク 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 

史
記 

項
羽
と
劉
邦 

「鴻門の会」 

「四面楚歌」 

○ ○ ○ a:中国史について調べている。 

d:登場人物の性格・心理・行動を読

み取っている。 

e:漢文のきまりを理解している。 

ノート 

プリント 

音読 

感想文 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   d:読む能力   e：知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

三
学
期 

     

漢
詩 

「絶句」 

「望廬山瀑布」 

○ ○ 

 

○ a:正しく訓読し、情景・心情を理解

しようとしている。 

d:情景・心情を読み取っている。 

e:漢詩のきまりを理解している。 

ノート 

プリント 

暗唱 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 

作
り
物
語 

『源氏物語』 

光源氏の誕生 

○ ○ ○ a: 授業に積極的に取り組み、『源氏

物語』の世界に親しもうとしている。 

ｄ:登場人物がどのように描かれて

いるかを確かめ、各場面における行

動やその背景にある心情を読み取っ

ている。  

e:物語世界の時代背景や状況設定、

また、登場人物の人物像や心情を考

え、理解している。 

ノート 

プリント 

ワーク 

音読 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 

歴
史
物
語 

『大鏡』 

花山天皇の出家 

○ ○ ○ a:「語り手」の語りという特徴的な

文体に興味を持って、内容を理解し

ようとしている。 

d:登場人物の行動に注意して読解

し、背景にある心情を踏まえながら

人物像について考える。また、語り

手のその人物に対する評価を考え

る。 

e:作品の時代背景や登場人物につい

て理解している。 

ノート 

プリント 

ワーク 

暗唱 

レポート 

自己評価 

相互評価 

小テスト 

定期考査 


